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緒言

小笠原諸島とは、北緯２０度２５分（沖の鳥島）から同２７度４４分（聟島列島一の岩）、東経１３６

度０５分（沖の鳥島）から同１５３度５８分（南鳥島）にわたり、太平洋上に散在する３０余の島々の総

称である。本報告書で述べる北硫黄島は、聟島列島・父島列島・母島列島・火山列島の四列島中の火

山列島に属し、火山列島は硫黄島・南硫黄島を含めた３烏で構成されている。

北硫黄島の位置は、東京の南東約１１７０ｋｍ（父島南西２２１ｋｍ）北緯２５度２６分．東経１４１度１７

分にあり、島の大きさは面積５．５ｋｍ２（東西２１ｋｍ・南北３．３ｋｍ・周囲８．０ｋｍ）である。島には

北に清水峰（６６６ｍ）、南には小笠原諸島で２番目に高い櫛ケ峰（７９２ｍ）の２峰があり、上空から

見た島の形は楕円形を呈している。

北硫黄島は現在無人島であるが、昭和19年（１９４４年）の住民強制引揚当時は、１７世帯90人が居住

しており、内漁業者８世帯48人がマルサザエ漁業、ムロ節業などに従事していた。当時の住居跡は石

野村・西村として地図に残されている。

北硫黄島は、マルサザエの多産する島として知られ、昭和１６～18年の年間漁獲量１８トンという記

録もある。小笠原諸島の日本復帰後、昭和47年に第１種共同漁業権（マルサザエ・イセエビ類）が設

定され、現在、夏期観光シーズンにむけてマルサザエ漁が宮なまれている。

しかし、マルサザエ資源の動向となると不明の部分が多すぎる。その理由の１つは、東京都小笠原

水産センターのある父島からの距離である。しかも、北硫黄島に到着しても波浪のため上陸できない

場合もあるなど調査のしにくい地域であること、今１つは、マルサザエが漁業として行われているの

は、日本でも北硫黄島のみというローカル色の強い磯根資源であるため、その知見が他地域から得ら

れないことである。

本報告書は、マルサザエの増殖に関する基礎資科の積みあげであり、今後この報告書がマルサザエ

資源の保護増殖方策を生み出す一助としてご活用いただければ幸いである。

の
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写真１ 北よりみた北硫黄島全景

（「みやこ」船上より１９８４年調査）

西村沖に仮泊中の「興洋」

（１９８６年調査）

写真２



写真３ 玉石場の海岸

（１９８６年調査地域Ａ）

写真４ 広々としたリーフ

（１９８６年調査地域Ｃ）



ロープライン調査、沖にみえるのは調査中の「興洋」

（１９８６年調査地域Ｂ）

写真５
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枠取調査（１×１ｍ）

（１９８６年調査地域Ｃ）

写真６
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マルサザエの生息状況水深３０C77Z

（１９８６年調査地域Ｃ）

写真７

写真８ ギンガメアジの群泳水深２０ｍ

（１９８６年調査図１－③）
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写真９ 海底のサンゴ礁水深１５ｍ

（１９８６年調査図１－③）

写真１０ 岩にはりつくように生育しているサンゴ礁水深１５７几

（１９８６年調査図１－③）



写真１１ 海底の海藻水深１０ｍ

（１９８６年調査図１－①）

写真１２ 転石の海底水深１５ｍ

（１９８６年調査図１－②）



Ｌ１ｇＳ６年北硫黄島磯根漁場調査

西村和久・三木誠・木村ジョンソン

1．はじめに

北硫黄島は小笠原諸島では珍らしく裾礁が発達し、広いリーフと海藻の繁茂する磯根漁場を有し

ている島である。前回（1984年６月）台風の被害状況を中心に実施したが､今回は特にマルサザエ

を中心に調査を行い基礎資料の集積に努めた。

2．調査方法

東京都小笠原水産センター調査指導船「興洋」（４６ｔ）に、調査員３名が同乗し調査を実施した。

調査日程は表１に、調査地点・調査方法および調査曰を図１に示した。

マルサザエの生息密度を調べるため、西村・石野村地先の潮間帯でｌ×１ｍの枠取調査を行うと

共に、沖に向ってロープを張り、岸より５ｍまではロープの左右で１×１ｍの枠取を行い、その沖

についてはロープの左右１，幅で長さ５ｍずつ出現動物を全て採集した。その他潮間帯調査および

スキンダイビングやスキューバ潜水調査により、生物相の確認に努めた。

表１．調査日程等

月 項目

父島二見港発

北硫黄島着

ロープライン調査
枠取調査
潮間帯調査

日 調査員等

「興洋」芳賀船長他６名

※うねり強く海岸に近づけず

西村地先西村・茂木・町田

石野村地先三木・木村・
野沢・鈴木

三木・木村・野沢

西村・三木・木村

1９８６ ８時

16時30分

7．２２

７．２３１８～17時

スキューバ調査

7．２４ ８～18時

7．２５ ５～９時 西村・三木・木村

９時10分

17時

－１
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調査結果

1）海岸特性

今回の調査地域を図２に示すＡ～Ｅの５地

域に分け、その海岸分類を表２に示した。

地域Ａは玉石の海岸であるが、その玉石は

波浪で動く不安定な海岸である。玉石上には、

潮位の最上部からイポタマキビガイ・コウダ

カタマキビガイ、潮間帯にキバアマガイ．オ

ガサワラタマキビガイ・オオクロズケガイ．

クロタマキビガイモドキなどの貝類が生息し

ている。

地域Ｂの海岸の玉石はやや大形で安定して

おり、ヨメガカサガイ類の生息がみられた。

カサガイは１９７９年に３個体確認して以来､は

じめて１個体（長径97ｍｍ）認められた。潮

間帯は岩盤上に玉石があり、この場所にマル

サザエは群棲していた。沖は60～70ｍのリー

フとなるが、岸周辺と砕波帯を除き生きてい

るサンゴは極めて少ない。マルサザエ以外で

はムラサキイガレイシガイが多かった。

地域Ｃの海岸の玉石はやや大形で安定して

いる。岩盤上の玉石の分布は地域Ｂより広く、

この場所にはマルサザエが群棲する。沖は約

５０ｍのリーフがある。海底状況・生物相とも

地域Ｂに類似している。

地域Ｄの海岸の玉石はやや大形で、大岩も

多いがマルサザエは少ない。リーフは沖に約

１００ｍほどと広く、各所に外洋とつながる亀

裂などがある。外洋とつながる部分はサンゴ

の生育が良い。リーフ内には魚も多い。また

海底には砂の堆積も多く、ナマコ類が多くみ

られた。貝類ではシラクモガイ．ムラサキイ
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○スキューバ調査（１．．７／２３
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□スキンダイビング調査（７／２５）
弓ローブライン・枠IDC凋査（７／２３）
□潮間帯調査（７／23.24）

図１調査の地点 ･方法及び調査日
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図２海岸特性（Ａ～Ｅ：表２参照）
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表２海岸分類

地域 貝類相

オガサワラタマキビ・オオクロズケガイ
Ａ

劇間一二

クロタマキビガイモドキ・オオクロズケガイ

マルサザエ・ムラサキイカレイシ

オオクロズケガイ

マルサザエ・シラクモカ､イ

オオクロズケガイ

マノレサザエ・ムラサキイガレイシ

オオクロズケガイ

Ｂ

Ｃ

，

Ｅ

マノレサザエ・ムラサキイガレイシ

ガレイシガイが目立った。

地域Ｅの海岸は大岩が多く、潮間帯には砂の堆積が多い。この地域にはマルサザエは極めて少

なかった。リーフも広いが生物相は貧弱であった。

2）マルサザエ調査

（１）ロープライン調査

ロープライン調査は、西村（地域Ｂ）・石野村（地域Ｃ）地先で実施した。調査当曰は月令

１５．８の大潮で午前11時30分の低潮線を基点とし、沖に向ってロープをはった。地域Ｂでは５０

ｍまでロープラインを設定した。リーフはその先１０ｍほどあったが、波のため調査はできなか

った。地域Ｃでは30ｍまでロープラインを設定した。地域Ｂと同様、波のため調査はできなか

ったが、リーフは更に20ｍほどあった。調査地点断面の模式図を図３に示した。

旧西村地先

塀 、

ｎ
Ｊ

4０ JIT

W9pmr〕三℃
'1

Ｊ DII

図３ロープライン調査地点模式図（断面）
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水深は両地点とも20～30ｃｍが

最深部であった。

ロープライン調査で採集した

貝類の種数と個体数を表３に示

した。採集された貝類は地域Ｂ

30種（腹足類26種・斧足類４種)し

地域Ｃ２１種（腹足類20種・斧足

類１種）であり、５個体以上採

集された種類は前者がマルサザ

エ（65個）・ムラサキイガレイ

シ（７個）．シロセイロンイモ

（５個）、後者がマルサザエ（８９

個）、ムラサキイガレイシ（２８

個）、シロイガレイシ（16個）、

シロセイロンイモ（15個)、クロ

イポレイシガイダマシ（９個）、

マダライモ・ハイイロミナシ・

ハナワイモ・イボシマイイモ

（５個）であった。

マルサザエの採集結果を表４

に示した。

マルサザエは地域Ｂでは沖出

し２ｍ以内、地域Ｃでは４ｍ以

内に集中的に分布し、生`息環境

は岩盤上で転石帯であった。

リーフ内での生,息はほとんど

みられず、破波帯のサンゴ礁の

間には少量ながら分布がみられ

た。両地先で採集されたマルサ

ザエの殻高・体重組成を図４に

示した。殻高・体重とも地域Ｃ

のものが大型であった。

表３ロープライン調査で採集された貝類

石野村地先

T二血
西村地先

壼~，３，－１面厨
ロープ゜

ライン
種数個体数

lｎ ８
１
４
２
０
３
４
６
３
６
７
５
２
５

３
２

１

４
２
５
４
３
３
９
８
５
５

１

３
２
２
２
０
３
４
５
０
６
２
５
１
４

１

０～１

１～２

２～３

３～４

４～５

５～１０

１０～１５

１５～２０

２０～２５

２５～３０

３０～３５

３５～４０

４０～４５

４５～５０

表４マルサザエ採集結果

石野村地先

底藪Ti百床薮7孟五
西村地先

ロープ

ライン 個体数個体数/ｍ２個体数

０～ｌｒｎ
ｌ～２

２～３

３～４

４～５

５～１０

１０～１５

１５～２０

２０～２５

２５～３０

３０～３５

３５～４０

４０～４５

４５～５０

５
５
８
１
２

●
●

●

８
５
３
５
２
１
０
０
０
０

１

７
０
６
０
５
８
０
１
０
２

１
１
２
１
１

５
５
５

１
１
１
２
２

●
●

●
■
●

７
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●

５
０
３
１
０
０
０
０
１
１
０
１
２
２

３
２

－４－



(2)枠取調査

地域Ｂについては、ロープラインの南側２カ所、

地域Ｃについてはロープラインの南北２カ所につ

いて、１×１ｍの枠取調査を実施した。調査地点

はマルサザエの分布中心と考えられるロープライ

ン０～１ｍとほぼ同じ場所にて行った。

地域Ｂでは、ロープライン（０～１ｍ）で１７．５

個/ｍ２，他２カ所は18個/ｍ２，１６個/ｍ２でほぼ同

様の分布がみられた。地域Ｃではロープライン（０

～１ｍ）で８．５個/ｍ２、他２カ所は１９．５個/ｍ２，

４５個/ｍ２でかなりの差がみられた。また１９．５個／

ｍ２のマルサザエの体型は平均殻高46.2ｍｍ（範

囲３１．４～６７．１ｍｍ）・同体重３４５９（範囲７．０

～９７．０９）と小型であった。この場所は、ロープ

ライン北側のリーフの端で、波の激しく当る場所

であった。

(3)マルサザエ各部位の測定

ロープライン・枠取調査にて採集されたマルサ

ザエを、約20分間煮沸して身抜きを行い、生殖腺

末端まで身抜きのできた48個体について、軟体部

重量．生殖腺の性状等を調べた（表５）。なお、生

殖腺熟度指数は図５によった。

軟体部重量の体重に占める割合は１５５％

（範囲１２．１～２０．９％）であり、この割合は

貝の大きとは関係しないようであった（図６Ｆ

形
、

Ａ－ａ

ｂ

2０

Ｘ］ ３０８５９Ｃ

2０

Ｂ－ｂ

153045607590105120135150165180185200P

図４

マルサザエの殻高（Ａ）・体重（Ｂ）組成
ａ：旧西村地先ｂ：旧石野村地先

GI-号×'0０

重き証

図５生殖腺熟度指数の算出方法

参照）。 ２０

生殖腺熱度指数は雌４２．０（範囲１５．１～，ｏ

53.1,Ｎ－１６）、雄２７．２（範囲15.7～40.0,

Ｎ＝３１）であった。
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図６体重と軟体部重量との割合
Ｆ＝（軟体部重量／体重）×１００
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表５マルサザエ各部位の測定

SＨｌＢＷｌＭＷＷＢＷｌｓｅｘｌＧＩＧＩSＨ｜ＢＷ｜ＭＷ

６
８
９
９
９
８
９
８
２
９
８
８
８
８
８
２
８
８
８
９
６
６
８

６
８
２
８
８
９
６
９
８
８
８
８
９
２
６
８
８
２
８
６
２
８
８
８
２

４
８
６
０
８
８
０
２
６
１
７
０
２
８
１
０
０
０
４

●
の
●
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

７
８
７
０
１
４
０
８
９
７
１
２
７
４
３
７
９
０
０

２
１
４
４
４
３
５
２
３
４
３
３
２
２
２
４
２
２
３

０
４
２
０
７
４
４
１
２
１
８
９
２
６
２
１
４
２
４
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１
４
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３
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２
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２
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１
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３
３
３
３
３
３
３
３
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６
６
９
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１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
２

２
２
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１

２
０
４
５
０
６
８
１
８
１
６
６
７
８
７
０
６
０
６
８
２
６
０
０
２

●
●
白
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
３
１
０
３
２
４
４
７
２
８
８
３
４
３
８
８
９
５
８
２
３
１
１
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
５
５
７
７
６
７
６
６
６
７
７
７
７
７

112.0

134.2

119.8

131.2

131.0

104.0

127.0

143.2

1422

129.8

143.4

５５．６

43.0

126.2

133.0

890

1658

９０．４

91.0

100.2

115.0

123.2

102.0

117.2

146.6

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
Ｅ
Ｂ
ｕ
妬
肥
Ⅳ
肥
田
別
別
皿
泌
刈
妬

20.8

23.4

15.1

注）ＳＨ：殻高ＳＷ：体量ＭＷ：軟体部重量、ＧＩ：生殖腺熟度指数

（４）年度別体形比較

１９８４年６月との体型比較を図７に示した｡枠取調査の

項で述べたように、採集する場所で体型はかなり異なっ

ており、殻高・体重の大小が資源量の増減に結びつかな

いようである。

3）生物相調査

（１）スキューバ潜水調査

地域Ｂ（図１－①）は沖よりリーフに近づくにつれ、

転石まじりの海底にホンダワラ類を主体とする海藻が繁

茂している。

水深16ｍ付近での採集貝類は24種で、比較的種類は多

い、暖海』性のヒトデであるチャイロホウキポシOph〃io-

stercri6ra7jus（LuTKEN）にはヒトデナカセが裏面

｢１

「
】

3０３５４０４５５０５５６０６５７０７５８０８５９０釦
、 Ｂ－ａ

Ｂ－ｂ２０

１０

’５３０４５６０７５９０１０５１２０１３５１５０１６５１８０１９５２１０

図７殻高（Ａ）・体重（Ｂ）組成
ａ：１９８４年６月（Ｎ＝４３６）
ｂ：１９８６年７月（Ｎ＝３９８）
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に寄生していた。この貝は父島には多産するが、北硫黄島からは初めての記録である。

地域Ｂ（図１－②）の沖は砂底であり、リーフに近づくと巨岩の間に転石が積み重なり、サ

ンゴの発達は良くない。水深15ｍ付近での採集貝類は28種で比較的種類は多い。前回（１９８４

年）打ち上げを採集したラクダガイの生貝が確認された。また、ワモンダコCaZZistoctOpus

magnoceJlａｔｕｓＴＡＫＩを1頭捕獲した。

地域Ｃ（図１－③）の沖は砂であるが、根石が各所にみられ、この根石は水面近くまで達す

る。根石に張りつくようにサンゴ礁が生育するが、全景は丁度キノコ状の形状で、エダサンゴ

類は少なく、波浪の強い場所であることが想像された。水深20ｍ付近での採集貝類は８種と極

めて少なかった。ただし、魚類は多く潜水ポイントでは50尾以上のギンガメアジに囲まれた。

海底の砂中より練皮動物のオカメブンブクEbbilzocardiumcordtztum（ＤＥＮＮＡＮＴ）が採集

された。

採集された貝類を調査方法別・地点別に表６に、その目録を表８に示した。

魚類は水中写真．目視観察および釣獲調査による結果を表７に、その目録を表９に示した。

なお釣獲調査は「興洋」にて行った。魚類の概要については、カスミアジ･ギンガメアジ･ヒ

レナガカンパチ・ツムブリ・ミナミイスズミ･ウメイロモドキ・クマササハナムロ・オニカマ

ス等の洞遊,性の魚類が多く観察された。サンゴ礁付近にはハナグロチヨウウウオ･ハクテンカ

タギ等がみられたが、種類・量とも少なかった。その他ヨスジフエダイ･ノコギリダイ･アカ

ヒメジ．アオチビキ・バラハタ・コクハンアラ・アカハタ･マダラハタ等も観察されたが、小

笠原諸島に比べ種類・量とも少なく感じた。

(2)潮間帯調査

潮間帯の貝類については表６に示した。

貝類以外では潮間帯上部にジンガサウニCbJo6ocelztrotusmerte"sｉ（ＢＲＡＮＤＴ）、潮

間帯にナリイロナマコActi"O｣qｙｇａｍａｍｔｉａｎａ（ＱｕｏＹ＆GAIMARD）．クロナマコＨＯＪ

ｏｔ/jurja（HOZodejmα）・ウモレオウギガニＺｂｓｍｕｓａｅ"euｓ（ＬＩＮＮＡＥｕｓ）、ハケオウギ

ガニAcmeaSpecjosa（ＤＡＮＡ）、シマイセエピＨz"〃〃uspe"iciJZatus（OLIvlER）な

どの生息が目立った。

リーフ内の海藻は貧弱で、わずかにサボテングサ類HtzZimedasp・が認められた程度であ

った。

地域Ｄのリーフは、大潮の干潮時にも20～30ｃｍの水深があり、クロハギ･ゴマニザ等のニザ

ダイ類が群泳し、ウツボ類・シマイセエビなども泳いでいるのが観察された。
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4．考察

北硫黄島の磯根漁場調査としては、今回が調査員数・期間とも最も規模の大きな調査であった。

重要礎根資源であるマルサザエは、大潮時の干潮線付近に蜻集し、定量調査では地域Ｂが平均17個

／ｍ２、地域Ｃが平均11個/ｍ２であった。地域Ｂのロープライン調査０～１ｍ区によると、マルサザ

エの平均体重は６７．８９（Ｎ＝34）であるので、ｌ×１ｍ枠内に重量でおよそ１，１５３９の生息量があ

ったこととなる。垂直分布は、ロープライン調査によると、潮間帯の波打際とリーフ先端の砕波帯

に分布しているが、量的には前者がはるかに多い、またリーフ内の生`息は極めて少なく、スキュー

バ潜水調査区域には全く出現しなかった。マルサザエの分布は、大潮時ほとんど干上る場所が中心

であることから、将来父・母島への移殖を含めた増殖方策を検討する際には、漁場管理が前提条件

となろう。

今回の調査でマルサザエの資源減少傾向はみられなかったが、近年父島でつぼ焼として販売され

ており、漁船も大型化していることから、資源の動向には注意する必要があろう。ただ、マルサザ

エの軟体部は体重の１５５％で、可食部に更に少なくなることから、単に食用としてのみではなく、

殻を含めた有効な利用が課題である。

生物相、特に貝類相については､過去の調査と比較すると今回は倍以上の種類を採集している俵１０）。

ただし、北硫黄島の調査は海況との関係で、時期が６．７月に限定されており、今後異なる時期の調

査か問題点である。

表１０採集記録の比較

採集貝類調査機関

（１９６８）１）

（１９８４）2）

（１９８６）

３９種

２３〃

８９″

鳥羽水族館

小笠原水族センター

小笠原水産センター

引用文献

1）松本幸雄他２名（１９７０）:小笠原諸島海洋生物調査報告書鳥羽水族館

２）西村和久・倉田洋二（１９８７）：１９８４年北硫黄島磯根漁場調査本誌

５
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表６調査方法別・地点別出現貝類

フノ〔リ

－９－

種名

ヨメサカガイ

カサガイ

ヒラアナゴウ

オトメカサガイ

ナツモモカイ

テツイロナツモモガイ

ギンダカハマガイ

オオクロツケガイ

マノレサザエ

サラサバイ

ニシキアマオブネ

キバアマガイ

コウダカタマキビ

オガサクラタマキビ

イポタマキビ

ミジンムカデカ､イ

フタモチヘビカ､イ

クロタマキビガイモドキ

ヨコスジタマキビガイモドキ

コオニノッノガイ

コンシポリツノブエガイ

スイジガイ

ラクダガイ

マルシロネズミガイ

ヒトデナカセ

カモンダカラ

アヤメダカラ

ヤナギシポリダカラ

ハナマルユキガイ

ハチジョウダカラ

キイロダカラ

エダカラ

サツマボラ

オキニシ

シヮオキニシ

イヮカヮウネボラ

レイシガイダマシ

シロレイシガイダマシ

ヒメシロレイシガイダマシ

ホソスジテツボラ

シラクモガイ

テッレイシガイ

クロイボレイシガイダマシ

クチムラサキレイシフＷタマシ

ムラサキイガレイシガイ

アカイガレイシガイ

備

考

潮間帯調査

西村
石野
村

藷ｷユ
－ノ､Ｉ

査

西村
石野
村

備
考

種名

潮間帯調査

西村
石野
村

肴ｷｭ誉
西村

石野
村

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○

シロイガレイシガイ

ハチジョウレイシガイダマシ

ハナワレイシ

シロイポレイシガイダマシ

コレイシガイダマシ

ハナヤサイサンゴヤドリ

リュウキュウツノマタガイ

スジクロニシキニナ

ベッコウフデガイ

クチベニアラフデ

ミダレシマヤタ ﾗア

ツノイロチョウチンフデ

イポシマイモガイ

キヌカツギイモガイ

イポカバイモガイ

アカシマミナシガイ

アラレイモガイ

ゴマフイモガイ

ガクフイモガイ

シロセイロンイモガイ

サヤガタイモガイ

ジュズカケサヤカタイモガイ

マダライモガイ

コマダライモガイ

ハナワイモ

ハイイロミナシ

ヤナギシポリイモガイ

シロアンボイナ

キバタケガイ

イトマキニクタケ

ミドリガイ

ハブタエブドウガイ

ミスガイ

ホウライカラマッガイ

コシロガイ

エガイ

力イシアオリガイ

ミノガイ

トマヤガイ

シラナミガイ

アラヌノメガイ

ウミアサガイ

サメザラガイモドキ

計

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○

4７

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

2９

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

4０

○
○

○
○

○
○

○

９



表７調査方法別出現魚類

目視 釣獲 備考種名備考目視 釣獲種名

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

ユウゼン

ベニウオチョウチョウウオ

ハナグロチョウチョウウオ

シテンチョウチョウウオ

ハクテンカタギ

イッテンチョウチョウウオ

シチセンチョウチョウウオ

チョウハン

フエヤッコダイ

タテジマキンチヤクダイ

イシガキダイ

シチセンスズメダイ

サラサゴンベイ

メガネゴンベイ

ホシゴンベイ

イレズミゴンベイ

ィソゴンベィ

キッネベラ

カンムリベラ

クギベラ

ソメヮケベラ

ホンソメワケベラ

ホシテンス

ァオブダイ

ナンヨウブダイ

ッノダシ

モンッギハギ

シマハギ

ゴマニザ

スジグロハギ

テングハギモドキ

テングハギ

トサカハギ

ミヤコテングハギ

キイロハギ

ハナアイゴ

ヒラソウダ

イソマグロ

キハダ

カエルウオー種

ネッタイミノカサゴ

ツマグロモンガラ

ムラサメモンガラ

ムスメハギ

ソロイモンガラ

サザナミフグ

ヒトズラハリセンポン

エイ－種

サビウツポ

ゼブララツポ

モンガラドウシ

ハマダッ

オオメナツトビ

アヤトビ

ヘラヤガラ

アカマツカサ

トガリエビス

ポラー種

オニカマス

アカハタ

ツチホゼリ

マダラハタ

マハタ

ニジハタ

バラハタ

コクハンアラ

ヌノサラシ

ギンユゴイ

ホウセキキントキ

ヒレナガカンパチ

ギンガメアジ

カスミアジ

ナンヨウカイワリ

ツムブリ

イシフエダイ

アオチビキ

クマザサハナムロ

ウメイロモドキ

ハマダイ

ハチジョウアカムツ

バラフエダイ

イッテンフエダイ

ハナフエダイ

ホシフエダイ

マダラタルミ

アカヒメジ

ミナミハタンポ

ミナミイスズミ

テンジクイサキ

ァジァコショウダイ

ノコギリダイ

ホオアカクチビ

コガネヤッコ

チョウチョウウオ

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○
○

○幼

○ ○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

計 8５ 1０
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表８採集貝類目録

腹 足綱

原始腹足目

梨舌亜目

ツタノハガイ超科

オオカサガイ科

ヨメガカサガイ

ＣｌａｓｓＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

ＯｒｄｅｒＡＲＣＨＡＥＯＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＤＯＣＯＧＬＯＳＳＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＰＡＴＥＬＬＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＰＡＴＥＬＬＩＤＡＥ

ＣｅＺＪａ７ｚａｔｏｒｅｕｍａ（REEvE）

Ｃｅ"α"αnjg7is9uamata（REEvE）カサガイ

扇舌亜目

オキナエビスガイ超科

ミミガイ科

ヒラアナゴウ

SｕｂｏｒｄｅｒＰＨＩＰＩＤＯＧＬＯＳＳＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＰＬＥＵＲＯＴＯＭＡＲＩＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＨＡＬＩＯＴＩＩＤＡＥ

Ｓａ７ｚ/ZaJiottspJα"ａｔａ（SowERBY）

スカシガイ超科

スカシガイ科

オトメガサガイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＦＩＳＳＵＲＥＬＬＡＣＥＡ

ＦａｍｌｌｙＦＩＳＳＵＲＥＬＬＩＤＡＥ

Ｓｃｕｔｕｓ（Auisctum）ｓｍｅ"sjs（BLAINvILIE）

単鯛亜目

ニシキウズ超科

ニシキウズ科

ナツモモガイ

テツイロナツモモガイ

キンタカハマガイ

オオクロツケガイ

SｕｂｏｒｄｅｒＡＮＩＳＯＢＲＡＮＣＨＩＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＴＲＯＣＨＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＴＲＯＣＨＡ

ＣＪα"Ｍｕｓｍａ７ｇｍ伽ｓｇｏ７ｄｏ"iｓ（ＹｏＫｏＹＡＭＡ）

MesocJα"cuZusde7zticuJatus（ＧRAY）

Tectus（Tectus）ｐＷａｍｊｓ（ＢＯＲＮ）

Ｍｏ"odo"tａ（Neomo7zodo"tα）ｐｅｍ化xa6onie"sjs ＰｍＳＢＲＹ

リュウテンサザエ科

マルサザエ

ＦａｍｉｌｙＴＵＲＢＩＮＩＤＡＥ

Ｍａｒｍｏｒｏｓｔｏｍａsetosum（ＧＭＥＩＩＮ）

サラサバイ科

サラサバイ

ＦａｍｉｌｙＰＨＡＳＩＡＮＥＬＬＩＤＡＥ

Ｐｂａｓｉα"eJlamodesta（ＧｏｕＬＤ）
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SuborderNBRITOPSINAアマオブネ亜目

アマオブネ超科

アマオブネ科

ニシキアマオブネ

キバアマガイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＮＥＲＩＴＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＮＥＲＩＴＩＤＡＥ

ＡｍｐｈｍｅｒｉｔａｐｏＺｊｔａＬＩＮＮＥ

Ｒiｔｅ７ｚａｐＪｊｃａｔａＬＩＮＮＥ

ＯｒｄｅｒＭＥＳＯＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＬＩＴＴＯＲＩＮＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＬＩＴＴＯＲＩＮＩＤＡＥ

Littorariapmtado（ＷＯＯＤ）

NodiZjtto("αmjZia7is（ＱｕｏＹ＆GAIMARD）

Ｎ、ｐ/tramjdtzlts（ＱｕｏＹ＆GAIMARD）

中腹足目

タマキビガイ超科

タマキビガイ科

コウダカタマキビ

オガサワラタマキビ

イボタマキビ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＶＥＲＭＥＴＩＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＶＥＲＭＢＴＩＤＡＥ

Ｓｐｉｒｏｇｌｙｐ肋ｓｐＺａｎｏｒｂｉｓ（DuNKER）

Ｄｅｎｄｒｏｐｏｍａｍａｊｃ伽ｕｍ（SowERBY）

ムカデガイ超科

ムカデガイ科

ミジンムカデガイ

フタモチヘビガイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＣＥＲＩＴＨＩＡＣＡＥ

ＦａｍｉｌｙＰＬＡＮＡＸＩＤＡＥ

オニノツノガイ超科

ゴマフニナ科

SUPpJanajcisab6reuiatusｏｇａｓａｕﾉαrα"uｓ（PIDsBRY）

A7zgjoJamepta（GouLD）

クロタマキビガイモドキ

ヨコスジタマキビガイモドキ

ＦａｍｉｌｙＤＥＲＩＴＨＩＩＤＡＥ

Ｃｅｒ肋iumcoJum7za（SowERBY）

オニノツノガイ科

コオニノツノガイ

コンシボリツノブエガイ CO"oce7ithiumatroma7gmatum（DAuTzENBEG＆ＢｏｕＧＥ）

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＳＴＲＯＭＢＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＳＴＲＯＭＢＩＤＡＥ

Ｈａ叩ａｇｏ伽ragra（ＬＩＮＮＥ）

Ｌａｍｂｉｓｔｒｍｚｃａｔａｓｅ６ａｅ（ＫＩＥＮＥＲ）

スイショウガイ超科

スイショウガイ科

スイジガイ

ラクダガイ
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スズメガイ超科

シロネズミガイ科

マルシロネズミガイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＨＩＰＰＯＮＩＣＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＶＡＮＩＫＯＲＩＤＡＥ

Ｖｅｌｚｉんo7aJigata（REcLuz）

ハナゴウナ超科

ヒトデナカセ科

ヒトデナカセ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＥＵＬＩＭＩＤＡＥ

ＦａｍｉｌｙＣＲＹＳＴＡＬＬＩＤＡＥ

ＴｈｙｃａｃＤﾉ８tα"i"ａ（GouLD）

タカラガイ超科

タカラガイ科

カモンダカラ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＣＹＰＲＡＥＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＣＹＰＲＡＥＩＤＡＥ

ＥｒｏｓｍａＭｕｏＪａ（ＬＩＮＮＥ）

Bporarja（ＬＩＮＮＥ）

Luria（BasjZitro"α）ｊｓａＭＺａｒｕｍｐｈｊｉＳｃＨＩＬＤＥＲ

Ｒａｕｊｔ70"qcqpIlltsenDe"tｉｓｍｔｈａｄｏ（ScHILDER）

Ｍｚｍｔｉａ（Mzuritiα）mauritiα"ａ（ＬＩＮＮＥ）

Ｍｏ"etarja（Ｍｏ"etarjα）mo7zetarhomdoidesScHILDER

nzlostoﾉidnteres（ＧＭＥｕＮ）

アヤメダカラ

ヤナキツボリダカラ

ハナマルユキガイ

ハナジョウダカラ

キイロダカラ

エダカラ

ヤッシロガイ超科

フジツガイ科

サツマボラ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＴＯＮＮＡＬＥＡ

ＦａｍｉｌｙＣＹＭＡＴＩＩＤＡＥ

Ｌａｍｐｕｓｍａ９ｕａｔｊＺｉｓ（REEvE）

オキニシ科

オキニシ

シワオキニシ

イワカワウネボラ

ＦａｍｉｌｙＢＵＲＳＩＤＡＥ

助｢ｓａｂＵ/blziadu"んeriKIRA

LampasOpsjscrue7ztatα（SowERBY）

Cblu6MZi"ａ（DuZcerα"α）ｇｒａｎｕＪａｒｉｓ（ＲｏＤＩＮＧ）

新腹足目

アクキガイ超科

アクキガイ科

レイシガイダマシ

シロレイシガイダマシ

ＯｒｄｅｒＮＥＯＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＭＵＲＩＣＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＭＵＲＩＣＩＤＡＥ

ｎ昭ueZZagrα"〃Zａｔａ（ＤｕｃＬｏｓ）

DrUpeZZacor"uｓ（ＲｏＤＩＮＧ）
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DFrCZga（BLAINvIILE）

PuFpurapersica（ＬＩＮＮＥ）

ＭｚＭ"eJJaarmzgera（ＬＩＮＫ）

Mdistmguenda（ＤｕＮＫＥＲ＆ｉ

ＭｏｒｕＺａｕｕａ（RoDING）

Ｍ，aSpe7a（LAMARcK）

DrUpamorum（RoDING）

，.「u6ustdaeus（ＲｏＤＩＮＧ）

，．α肋oＪａｍｓ（BLAINvILLE）

Mo7uZa60reaZis（PILsBRY）

Mzssα／MzcoJmus（BRuGuIERE）

ＭｏＭｍａｑｐａｊｃｅ７ｅｓ（KIENER）

Ｍ、paucimacuZata（SowERBY）
シマ

シ
シ
ダ

マ
マ
イ

ダ
ダ
ガ

イ
イ
シ

ガ
ー
フ

ガ
イ

ン
ポ

イ
シ
レ

イ
シ
イ
ガ
イ
キ

レ
テ
ガ
シ
レ
サ

ロ
ジ
モ
イ
ポ
ー
フ

シ
ス
ク
し
し
ム

メ
ソ
ラ
ツ
ロ
チ

ヒ
ホ
シ
ー
ナ
ク
ク

ZELEBoR）

ムラサキイガレイシガイ

アカイガレイシガイ

シロイガレイシガイ

ハチジョウレイシガイダマシ

ハナワレイシ

シロイボレイシガイダマシ

コレイシガイダマシ

サンゴヤドリガイ科

ハナヤサイサンゴヤドリ

ＦａｍｉｌｙＣＯＲＡＬＬＩＯＰＨＩＬｌＤＡＥ

ＱｕｑｙｕＪａmad7epoｱａｒｕｍ（SowERBY）

イトグルマガイ科

リュウキウツノマタガイ

スジグロニシキニナ

ＦａｍｉｌｙＣＯＬＵＭＢＡＲＩＩＤＡＥ

Ｌａｔｊ７ｕｓｐｏｊｙｇｏ"uｓ（ＧＭＥＩＩＮ）

LatiMusturritus（ＧＭＥｕＮ）

ヒタチオビ超科

フデガイ科

ベッコウフデガイ

クチベニアラフデ

ミダレシマヤタテ

ツノイロチョウチンフデ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＶＯＬＵＴＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＭＩＴＲＩＤＡＥ

ＣｈＤﾉｓａｍｅｃｈⅣsaZjs（REEvE）

jVeocα"ciJZapqpiZio（ＬＩＮＫ）

StrigaMZaZitterata（ＬＡＭＡＲｃＫ）

ノm6rjca7mpu"ctata（ＳｗＡＩＮｓｏＮ）

イモガイ超科

イモガイ科

イボシマイモガイ

キヌカツギイモガイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＣＯＮＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＣＯＮＩＤＡＥ

Ｖｉ７ｇｊｃｏｍＬｓ／iuidusBRuGuIERE

V．〃αujmsLAMARcK
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イボカバイモガイ Ｖ・djsta7zsBRuGuIERE

Leptoco"usge7zeraJis（ＬＩＮＮＥ）

ＣＭyco7zuscatusBRuGuIERE

PLmctjcuJuspuJjcarjusBRuGuIERE

Vjrroco"usmusicus（BRuGuIERE）

Ｖ・Spons0Ljs7zα"uｓ（SowERBY）

Ｖ・んJgetrum（SowERBY）

Ｖ・coro"ａｔuｓ（ＧＭＥｕＮ）

Ｖ・e6raeus（ＬＩＮＮＥ）

Ｖ・chaJdeus（RoDING）

Ｖ・Spo7zsQJis（BRuGuIERE）

ＲｉｚｏｃｏｍＬｓｒａｔｔｕｓＢＲｕＧｕＩＥＲＥ

Ｒ・ｍｊＺｅｓＬＩＮＮＥ

Ｇｕｓｔ「idjumtuZjpa（LINNE）

ＦａｍｉｌｙＴＥＲＥＢＲＩＤＡＥ

Ｏｘｙｍｅｒｉｓｃ７ｅ７ｚuJata（ＬＩＮＮＥ）

Dimjdacus／tｍｉＭａｔａ（HINDs）

アカシマミナシカイ

アラレイモガイ

ゴマフイモガイ

ガクフイモカイ

シロセイロンイモヵイ

サヤガタイモガイ

ジュズカケサヤガタイモガイ

マダライモガイ

コマダライモガイ

ハナワイモイモカ､イ

ハイイロミナシ

ヤナギシポリイモガイ

シロアンボイナ

タケノコガイ科

キバタケカイ

イトマキニクタケ

後鰕亜綱

頭楯目

オオシイノミガイ超科

ブドウガイ科

ミドリガイ

ハブタエブドウガイ

オオシイノミガイ科

ミスガイ

ＳｕｂｃｌａｓｓＯＰＩＳＴＨＯＢＲＡＮＣＨＩＡ

ＯｒｄｅｒＢＡＳＯＭＭＡＴＯＰＨＯＲＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＡＣＴＢＯＮＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＨＡＭＩＮＯＥＩＤＡＥ

Ｓｍａ７agdjMZaca1yMataBRoDERIp＆Ｓ

ＳｅｒｊｃｏｈａｍｍｏｅａｙａｍｑｇｕｔｉｉＨＡＢＥ

ＦａｍｉｌｙＡＣＴＥＯＮＩＤＡＥ

Ｈｙｄｔｚｔｉ"ａ（Hydtztj"α）ｐ伽sjs（LINNE）

SowERBY

有肺亜綱

基眼目

カラマツガイ超科

カラマツガイ科

ホウライカラマツカイ

ＳｕｂｃｌａｓｓＰＵＬＭＯＮＡＴＡ

ＯｒｄｅｒＢＡＳＯＭＭＡＴＯＰＨＯＲＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＳＩＰＨＯＮＡＲＩＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＳＩＰＨＯＮＡＲＩＩＤＡＥ

Ｓｊｐｈｏ"αriasi9u〃ore"sisREEvE
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斧足綱

糸鯛亜綱

真多歯目

フネガイ超科

フネガイ科

コシロガイ

ＣｌａｓｓＰＥＬＥＣＹＰＯＤＡ

ＳｕｂｃｌａｓｓＦＩＬＩＢＲＡＮＣＨＩＡ

ＯｒｄｅｒＥＵＴＡＸＯＤＯＮＴＩＤＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＡＲＣＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＡＲＣＩＣＡＥ

ＡｃａｒｐJjcatum（DIILwYN）

Ｂａｒ６ａｔｉａ（A6arbatiα）Ｚｉｍａ（REEvE）エガイ

貧歯目

ウグイスガイ超科

マクガイ科

力イシアオリガイ

ＯｒｄｅｒＤＹＳＯＤＯＮＴＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＰＴＥＲＩＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙｌＳＯＧＮＯＭＯＮＩＤＡＥ

Ｉｓｏｇｏ"ｕｍ（Isogonum）ma7sUpiaJis（ＲｏＤＩＮＧ）

ミノガイ超科

ミノガイ科

ミノガイ

SuperfamilyLIMACEA

FarnilyLIMIDＡＥ

Ｌｉｍａｓｏｕﾉerbyi〃ipponjcaOYAMA

真弁鯛亜綱

マルスダレガイ目

トマヤガイ超科

トマヤガイ科

トマヤガイ

ＳｕｂｃｌａｓｓＥＵＬＡＭＥＬＬＩＢＲＡＮＣＨＩＡ

ＯｒｄｅｒＶＢＮＥＲＯＩＤＡ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＣＡＲＤＩＴＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＣＡＲＤＩＴＩＤＡＥ

Ｃａｒｄｉｔａ化α"αＤｕＮＫＥＲ

シャコガイ超科

シャコガイ科

シラナミカイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＴＲＩＤＡＣＮＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＴＲＩＤＡＣＮＩＩＤＡＥ

Ｔｒｊｄａｃ"ａ（WJgodac"α）ｎｏａｅ（Roding）

マルスダレガイ超科

マルスダレガイ科

アラヌノメガイ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＶＥＮＥＲＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＶＥＮＥRIDAE

Pte7jglypta7eZicuZata（LINNE）
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ツキガイ科

ウミアサガイ

FamilyLUCINIDAE

BpicodmbiadeJicａＭａ（PILsBRY）

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＴＥＬＬＩＮＡＣＥＡ

ＦａｍｉｌｙＳＥＭＢＬＩＤＡＢ

Ｓｅｍｅ化car7zicoJor（HANLEY）

ニツコウガイ超科

アサジガイ科

サメザラガイモドキ
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魚類目録（目視および釣獲）表９

軟骨魚網

板鯛亜綱

エイ目

アカエイ科

エイ一種

ＣｌａｓｓＣＨＯＮＤＲＩＣＨＩＴＨＹＥＳ

ＳｕｂｃｌａｓｓＥＬＡＳＭＯＢＲＡＮＣＨＩＩ

ＯｒｄｅｒＲＡＪＩＦＯＲＭＥＳ

ＦａｍｉｌｙＤＡＳＹＡＴＩＤＩＤＡＥ

ＤａＳｙａｔｉｓＳｐ．

硬骨魚綱

ウナギ目

ウナギ亜目

ウツボ科

サビウツボ

ゼブラウッボ

ＣｌａｓｓＯＳＴＥＩＣＨＴＨＹＥＳ

ＯｒｄｅｒＡＮＧＵＩＬＬＩＦＯＲＭＥＳ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＡＮＧＵＩＬＬＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＭＵＲＡＥＮＩＤＡＥ

Ｇｙｍｌｚｏｔ/jorajct/tyrsoides（RIcHARDsoN）

Echjd7zazebra（SHAｗ）

ウミヘビ科

モンガラドウシ

ＦａｍｉｌｙＯＰＨＩＣＨＴＨＩＤＡＥ

Ｍｉｃｒｏｄｏ"ophiseraboJoRDAN＆ＳＮＹＤＥＲ

ダツ目

トビウオ亜目

トビウオ科

オオメナツトビ

ＯｒｄｅｒＢＥＬＯＮＩＦＯＲＭＥＳ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＥＸＯＣＯＥＴＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＥＸＯＣＯＥＴＩＤＡＥ

Ｃｙｐｓｅｍ７ｕｓα"to"cichjWooDs＆ScHuIjTz

OpoecjJopterus（VALENcIENNEs）アヤトビ

サンマ亜目

ダツ科

ハマダツ

SｕｂｏｒｄｅｒＳＣＯＭＢＥＲＥＳＯＣＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＢＥＬＯＮＩＤＡＥ

Ａ６化""ｅｓｈｊα"ｓ（VALENcIENNEs）

ヨウジウオ目

へラヤガラ科

へラヤガラ

ＯｒｄｅｒＳＹＮＧＮＡＴＨＩＦＯＲＭＥＳ

ＦａｍｉｌｙＡＵＬＯＳＴＯＭＩＤＡＥ

ＡｕＺｏｓｔｏｍｕｓｃ/jｍｅ"sjs（ＬＩＮＮＡＥｕｓ）
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キンメダイ目

イットウダイ科

トガリエビス

アカマツカサ

ＯｒｄｅｒＢＥＲＹＣＩＦＯＲＭＥＳ

ＦａｍｉｌｙＨＯＬＯＣＥＮＴＲＩＤＡＥ

ＡｄｉｏⅣxSpi"放「（FoRssKAL）

Mjrjpristismurd1/α〃（FoRssKAL）

スズキ目

ボラ亜目

ボラ科

ボラ-種

ＯｒｄｅｒＰＥＲＣＩＦＯＲＭＥＳ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＭＵＧＩＬＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＭＵＧＩＬＩＤＡＥ

Ｃｒｅ"imugiJsp．

カマス科

オニカマス

ＦａｍｉｌｙＳＰＨＹＲＡＥＮＩＤＡＥ

Ｓｐ/tyraelzapjcudtzBI｣ｏｃＨ＆ＳｃＨＮＥＩＤＥＲ

スズキ亜目

ハタ科

アカハタ

ツチホゼリ

マダラハタ

マハタ

ニジハタ

バラハタ

コクハンアラ

SｕｂｏｒｄｅｒＰＥＲＣＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＳＥＲＲＡＮＩＤＡＥ

ＥｐｉｌｚｅｐＭｕｓ／tzscjatus（FoRssKAL）

EJjoedtii（BLEEKER）

Bmjc70do〃（BLEEKER）

Bseptem/tzsciatus（THuNBERG）

CephalophoZisurodeZus（BLocH＆ScHNEIDER）

VarioZaZouti（ＦｏＲｓｓＫＡＬ）

PJectropomusmeJα"oJeucus（LAcEPEDE）

ヌノサラシ科

ヌノサラシ

ＦａｍｉｌｙＧＲＡＭＭＩＳＴＩＤＡＥ

ＧｒａｍｊｓｔｅｓｓｅｘＺｉ"eatuｓ（ＴＨｕＮＢＥＲＧ）

ユゴイ科

キンユゴイ

ＦａｍｉｌｖＫＵＨＬＩＩＤＡＥ
￣

Kuhljatae"iuraBLocH＆ＳｃＨＮＥＩＤＥＲ

キントキダイ科

ホウセキキントキ

ＦａｍｉｌｙＰＲＩＡＣＡＮＴＨＩＤＡＥ

Ｐｒｉａｃα"tｈｕｓｈａｍｒｕｒ（ＦｏＲｓｓＫＡＬ）
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ＦａｍｉｌｙＣＡＲＡＮＧＩＤＡＥ

ＳｅｒｉｏＺａｒｉｕｏｌｉａ７ｚａＶＡＬＥＮｃＩＥＮＮＥｓ

Ｃａｒａｍｃｓｅｊｃ/tzsciatzLsQuoY＆GAIMARD

OmelampygusCuvIER

Cara72godes九7dａｕ（FoRssKAL）

EZagatjs6jpimzuJatus（ＱｕｏＹ＆GAIMAHD）

アジ科

ヒレナガカンパチ

ギンガメアジ

カスミアジ

ナンヨウカイワリ

ツムブリ

ＦａｍｉｌｙＬＵＴＪＡＮＩＤＡＥ

Ａｐｈａｒｅｕｓ／tLrcatus（LAcEPEDE）

ＡｐｒｉｏｎｕｚｒｅｓｃｅｎｓＶＡＬＥＮｃＩＥＮＮＥｓ

Ｃａｅｓｊｏｔ肋ＣｕｖＩＥＲ

Ｏｊｃａｎｔｈｏ"otusBLEEKER

Etelisca7bu"ｃｕＺｕｓＣｕｖＩＥＲ

Ｅ、ｍａｒｓｈｉ（ＪＥＮＫＩＮｓ）

Ｌｕt/α"uｓＭｔａｒ（FoRssKAL）

Ｌｈａｓｍｉ７ａ（FoRssKAL）

Ｌ、mo7zostzgma（CuvIER）

Tropidi"iusamoe"uｓ（SNYDER）

Ｌ町α"usstelZatus(AKAzAKI）

MacoZo7mge7（ＦｏＲｓｓＫＡＬ）

フエダイ科

イシフエダイ

アオチビキ

クマササハナムロ

ウメイロモドキ

ハマダイ

ハチジョウアカムツ

バラフエダイ

ヨスジフエダイ

イッテンフエダイ

ハナフエダイ

フエダイ（ホシフエダイ）

マダラタルミ

FamilyMULLIDAE

MuJloidic/itﾉｊｙｓｕα"icoknsis（CuvIER）

ヒメジ科

アカヒメジ

ＦａｍｉｌｙＰＥＭＰＨＥＲＩＤＡＥ

Ｐｅｍｐｈｅｒｉｓｊｃα"tｈＯｐｔｅｒｕｓＴｏＭＩＮＡＧＡ

ハタンポ科

ミナミハタンポ

FamilyGIRELLIDAE

Kyphosus6igi66usLAcEPEDE

K・cjnerasce7Ls（ＦｏＲｓｓＫＡＬ１

メジナ科

ミナミイスズミ

テンジクイサキ

－２０－



イサキ科

アジアコシヨウダイ

ＦａｍｉｌｙＰＯＭＡＤＡＳＹＩＤＡＥ

Ｐｅｃｔｏｒ/1y"c/ZusorielztaZis（BLocH）

フェフキダイ科

ノコギリダイ

ＦａｍｉｌｙＬＥＴＨＲＩＮＩＤＡＥ

Ｇ７ｚａｔｈｏｄｅ"texauro肋eatuｓ（LAcEPEDA）

Let/D７ｍｕｓｕａ７ｊｅｇａｔｕｓＶＡＬＥＮｃＩＥＮＮＥｓホオアカクチビ

チョウチョウウオ科

コガネヤッコ

チョウチョウウオ

チョウハン

ユウゼン

ベニオチョウチョウウオ

ハナグロチョウチョウウオ

シテンチョウチョウウオ

ハクテンカタギ

イッテンチョウチョウウオ

シチセンチョウチョウウオ

ＦａｍｉｌｙＣＨＡＥＴＯＤＯＮＴＩＤＡＥ

Ｃｅ７ｚｔ７０ｐｙｇｅ６ｊｃｏ/oｒ（BLocH）

Ｃ/Zaetodo7zcoZZareBLocH

Olu7zulα（LAcEPEDA）

ＯｄａｅｄｔｚＪｍａＪｏＲＤＡＮ＆FowLER

Omerte"ｓｉｊＣｕｖＩＥＲ

Ｏｏ７"αｔｉｓｓｉｍｕｓＣｕｖＩＥＲ

Ｃ、９uadrjmqcIjJatusGRAY

CreticuｌａｔｕｓＣｕｖＩＥＲ

Ｃ．ｕ"imacu/αtzLsBLocH

Opu7zctato/nscjatusCuvIER

ForcipjgerJongirostris（ＢＲｏｕｓｓｏＮＥＴ）フエヤッコダイ

キンチャクダイ科

タテジマキンチャクダイ

ＦａｍｉｌｙＰＯＭＡＣＡＮＴＨＩＤＡＥ

Ｐｏｍａｃａ７ｚｔ肋ｓｉｍｐｅｒａｔｏｒ（BLocH）

イシダイ科

イシガキダイ

ＦａｍｉｌｙＯＰＬＥＧＮＡＴＨＩＤＡＥ

ＯｐＺｅｇ"αｔｈｕｓｐｕ"ctatus（ＴＥＭＭＩＮｃＫ ＆ScHLEGEL）

スズメガイ科

シチセンスズメダイ

ＦａｍｉｌｙＰＯＭＡＣＥＮＴＲＩＤＡＥ

Ａ６ｕｄａ/t、/・septeln/tzsciatus（CuvIER）

ゴンベイ科

サラサゴンベイ

メガネゴンベイ

ＦａｍｉｌｙＣＩＲＲＨＩＴＩＤＡＥ

Ｃｉｒｒ/titicﾉWjIys〃coRANDALL

Paracirrhjtesarcatus（CuvIER）
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P．／tzrsteri（ScHNEIDER）

P、hemistjcms（GuNTHER）

Cirr/tjtuspjmMatus（ScHNEIDER）

ホシゴンベイ

イレズミゴンベイ

イソゴンベ

ベラ科

キツネベラ

カンムリベラ

クギベラ

ソメワケベラ

ホンソメワケベラ

ホシテンス

ＦａｍｉｌｙＬＡＢＲＩＤＡＥ

Ｂｏｄｉα"usMu7zuZatus（LAcEPEDE）

CorisqygzLZaLAcEPEDE

GomphosusuarjusLAcEPEDE

LabrojdesbjcoJorFowLER＆ＢＥＡＮ

Ｌｄｍｚｉｄｉａｔｕｓ（VALENcIENNEs）

Xyrjchtyspauo（VALENcIENNEs）

ブダイ科

アオブダイ

ナンヨウブダイ

ＦａｍｉｌｙＳＣＡＲＩＤＡＥ

Ｙｐｓｉｓｃａｒｕｓｏｕｉ/ｍｚｓ（ＴＥＭＭＩＮｃＫ＆ScHLEGEL）

Scarusgi66usRuPPELL

ニザダイ亜目

ツノダシ科

ツノダシ

SｕｂｏｒｄｅｒＡＣＡＮＴＨＵＲＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＺＡＮＣＬＩＤＡＥ

Ｚａ７ｚｃｍｓｃｏｒ"utzLs（LINNAEus）

キ
ギ

ド
ハ

ギ
ギ
モ

グ

ハ
ハ
ギ
ギ
ギ
ギ
ン

科
キ
ギ
ザ
ロ
ハ
ハ
ハ
ハ
テ

イ
ツ
ハ
ー
ー
ク
グ
グ
カ
ロ
コ

ダ
ン
マ
マ
ジ
ン
ン
サ
イ
ヤ

ザ
モ
シ
ゴ
ス
テ
テ
ト
キ
ミ

ーー

ＦａｍｉｌｙＡＣＡＮＴＨＵＲＩＤＡＥ

ＡｃａｎｔｈｕｒusoJiuaceusBLocH＆ＳｃＨＮＥＩＤＥＲ

Ａｔｒｉｏｓｔｅｇｕｓ（ＬＩＮＮＡＥｕｓ）

Ａ・ｇｕｔｔａｔｕｓＳｃＨＮＥＩＤＥＲ

Ａ比ucOpareius（JENKINs）

Ｎａｓｏｈｅｊｃｑｃα"thus（BLEEKER）

Ｎ、ｕ"zcor7zis（ＦｏＲｓｓＫＡＬ）

Ｎ・tuberosusLAcEPEDE

Ze6rasomα〃αuescens（BENNETT）

NasoZitu7atus（ＳｃＨＮＥＩＤＥＲ）
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アイゴ科

ハナアイゴ

ＦａｍｉｌｙＳＩＧＡＮＩＤＡＥ

Ｓｊｇａｎｕｓｒｏｓｔｒａｔｕｓ（VALENcIENNEs）

サバ亜目

サバ科

ヒラソウダ

イソマグロ

キハダ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＳＣＯＭＢＲＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＳＣＯＭＢＲＩＤＡＥ

Ａｕｊｃｉｓｔｈａｚａｒｄ（LAcEPEDE）

GWznosardtzzmicoJor（RuPPELL）

Thu""usaZ6acares（ＢｏＮＮＡＴＥＲＲＥ）

ギンポ亜目

イソギンポ科

カエルウオー種

ＳｕｂｏｒｄｅｒＢＬＥＮＮＩＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＢＬＥＮＮIDAE

Istj6にmzjusSP．

カサゴ目

フサカサゴ科

ネッタイミノカサゴ

ＯｒｄｅｒＳＣＯＲＰＡＥＮＩＦＯＲＭＳ

ＦａｍｉｌｙＳＣＯＲＰＡＥＮＩＤＡＥ

Ｐｔｅｒｏｊｓα"temzata（BLocH）

フグ目

モンガラカワハギ亜目

ツマグロモンガラ

ムラサメモンガラ

ムスメハギ

ＯｒｄｅｒＴＥＴＲＡＯＤＯＮＴＩＦｏＲＭＥＳ

ＳｕｂｏｒｄｅrBALISTOIDEI

Pseudo6altstesujridesce7zs（BLocH＆ScHNEIDER）
Ｒ/tmeacα"t/Zusacu化ａｔuｓ（ＬＩＮＮＡＥｕｓ１

'

Suf/1Jａｍｅｎ６ｕｒｓａ（BLocH＆ScHNEIDER）

Melicht/iysnjger（BLocH）ソロイモンカラ

フグ亜目

フグ科

サザナミフグ

ＳｕｂｏｒｄｅｒＴＥＴＲＡＯＤＯＮＴＯＩＤＥＩ

ＦａｍｉｌｙＴＥＴＲＡＯＤＯＮＴＩＤＡＥ

Ｔｅｔｒａｏｄｏ〃ｈｉＳｐｉｄｕｓＬＩＮＮＡＥｕｓ

ハリセンポン科

ヒトズラハリセンボン

ＦａｍｉｌｙＤＩＯＤＯＮＴＩＤＡＥ

Ｄｉｏｄｏ〃JiturosusSHAw
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Ⅱ１９ｓ４年北硫黄島磯根漁場調査

西村和久.倉田洋

１．はじめに

１９８３年11月７日父島の南を通過した台風17号は、父島で最大風速58.6ｍを示し、多大の被害を

もたらしたが、北硫黄島においては砂浜の出現・マルサザエの減少などの情報が漁業者より伝えられた。

そこで、北硫黄島における重要な磯根資源であるマルサザエの生息状況を把握するための調査を行った。

2．調査方法

東京都水産試験場大島分場調査指導船「みやこ」（１２７ｔ）が1984年６月18日から７月１２日の間小

笠原諸島海域で漁業調査を実施した。この間、火山列島海域調査は６月２８日から７月１日に行われ

たので、東京都小笠原水産センターより調査員２名が同乗し、６月２９日北硫黄島に上陸した。上陸

地点は風向との関係で西村となり、海岸線を石野村から長根までしっ皆調査を行い、海岸地形・海

産生物相・マルサザエの生息状況を調査した（図１参照）

3．調査結果

北硫黄島の海岸は飛沫帯にイボタマキビガイ．コウ

ダカタマキビガイがみられたが、いずれも父島に比べ

大型であった。干潮線上部にヨメガカサガイ．アミガ

サガイが、干潮線には極めて大型のオオクロズケガイ

が群棲していた。

今回、調査の重点は上陸場所の関係で北側海岸とな

ったが、その海岸を図２に示した。Ａ～Ｅの５地域に

分け、その海岸分類特性を表１に示した。

地域Ａの海岸は径１ｍ前後の玉石場で、沖にリーフ

が発達している。潮間帯の石の表面にはオオクロズケ

ガイが、水面下にはマルサザエが多数みられた。

地域Ｂの海岸は高さ２～３ｍの大岩の堆積で、その

表面にジンガサウニが密集し、径１ｃｍ程の小型サイ

ズまで観察された。こと地域にはホソスジテツボラも

1ｍ

図１北硫黄島調査コース
（矢印：調査コース）
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北の岬

多く、干潮線干上る場所の岩の裏面に卵塊が生みつけられていた。

地域Ｃの海岸は径１ｍ前後の玉石場で、沖にリーフがみら

れるが、その発達はあまり良くない。褐藻（ラツパモク等）

の繁茂がみられ、長いものは草丈50ｃｍに達していた。海産

動物相は地域Ａに類似していた。

地域Ｄの海岸は径30ｃｍ前後の玉石場で平担であり、オオク

ロズケガイが目立つ程度であった。

地域Ｅは地域Ｃに海岸は似ているが、海藻はなく貧弱なサ

ンゴ礁（主体は死滅サンゴ礁）が広がっており、シラクモガ

イが点在する他、ムラサキイガレイシガイがみられた。

マルサザエは地域Ａ・Ｃに多かったが、生息する環境はさ

まざまで、地域Ａでは玉石場に生息し、玉

石の表面には付着珪藻類が多く、歩行に
表１」

！
遇

尋
宮

!i二二！
K、

図２北硫黄島北海岸の海岸分類

北硫黄島北海岸の海岸分類特性

舟蕊酩
形状

玉石

サンゴ礁

大岩

玉石

貧弱なサンゴ礁

玉石

玉石

帯 貧弱なサンゴ礁
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灘1溌LLi1LL-
の砂の堆積については波浪が強《調査できⅢ

殻重組成
Ｎ＝１８０

なかった。しかし、マルサザエの生,息状況に

ついては、目視観察ではあるが減少したとは

認めわれなかった。

０
０
０

３
ユ
ノ

マルサザエは小笠原諸島における貴重な磯Ｏ４Ｓ５０５５６０６５７０７５８０８５１０９５ｍ（殻高）

根資源で、夏期の観光シーズンにつぼ焼とし図３採集したマルサザエの殻高・殼重組成

て賞味されているが、可食部となるとサザエの29.6％（大島泉津産：東京都水産試験場大島分場調）

に比べ17.4％(体重５０９未満３２３％・７５９未満18.8％・１００９未満18.5％・１２５９未満17.5％、

１５０９未満14.6％の平均）と極めて少なく、貝殻の利用を考慮しないとその利用価値は低い。しか

し、小笠原諸島には食用となる貝類が極めて少ないことから、今後増やしていきたい貴重な種類

であり、マルサザエ増殖のための基礎資料の収集が更に必要である。
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表２北硫黄島の貝類相

名 Ａ Ｂ種

ＣｅＺＺａｎａｔｏｒｅｕｍａ（ＲＥＥｖＥ）

Ｏｇｒａｔａｓｔｅａｒｎｓｉｉ（PILsBRY）
Ｍｏ"odo"tａ（Neomo几odo"tα）perpZejca60"ie7zsisPIusBRY

Marmorostomasetosum（ＧＭＥLIN）

NodiJittormaZMamidaJis（ＱｕｏＹ＆GAIMARD）
Ljttorariapmtado（ＷＯＯＤ）
SpjrogLyphuspJa7zorbis（ＤｕＮＫＥＲ）
Ａ昭ioJamepta（GouLD）
Ochetoclauasme"sts（ＧＭＥLIN）

Ｌａｍ６ｉｓノａｍ６ｉｓ（ＬＩＮＮＥ）

Ｍｏ"etaria（Ｍｏ"etariα）、o"etarhomdOidesScHILDER

Rauitro"αcqputselpe"tismiんαdｏ（ScHILDER）
Mauritia（Mauritjα）mauritm"ａ（ＬＩＮＮＥ）

PaJmadustaartIW℃〃（JoussEAuME）
LampusiaaquatiJjs（REEvE）
CoJubrarmmuricate（HuMPHREY）

Bu7sacrue7ztata（SowERBY）

Ｂｄｕ"んe7iKIRA

PteMzotus（PteM20tus）trjpterus（ＢＯＲＮ）
Croniatu76i7zoides（BLAINvILLE）

DrUpa允刀estrata（BLAINvILLE）
Ｄｍｏｒｕｍ（ＲｏＤＩＮＧ）

DaJ6oZabris（BLAINvILLE）

Ma7zcj"e"αdistmgue"dａ（ＤｕＮＫＥＲ＆ZELEBoR）
Ｍ・ノtjppocasta7zum（LINNE）

Ｍ・armjgeta（ＬＩＮＫ）
DrUpeJJacor"uｓ（ＲｏＤＩＮＧ）
Morulaura（ＲｏＤＩＮＧ）

PuMLrapersjca（ＬＩＮＮＥ）
NassariuspqpiZJosus（ＬＩＮＮＥ）
LatiruspoZUgo"uｓ（ＧＭＥLIN）
ＨａｍａノzoMjsRoDING
GustrjdmmMjpa（ＬＩＮＮＥ）
Virgico7zus〃αuidusLAMARcK
Vtrroco7zusmusjcuｓ（BRuGuIERE）

Ｖ、Spo"saZjsceyJamze"siｓ（ＢＲｕＧｕＩＥＲＥ）
Ｖ・e6raeus（ＬＩＮＮＥ）

Ｖ・ｃｈａＺｄｅｕｓ（ＢｏＤＩＮＧ）

Hydatinaphysis（ＬＩＮＮＥ）
BuJJacrue"tataue7nicosa（ＬＩＮＮＥ）

Tridac7zamajcima（ＲｏＤＩＮＧ）

periglyptareticuZata（LINNE）

○
○
○
○
○
○

ヨメガカサガイ

アミガサガイ

オオクロツケガイ

マルサザエ

イポタマキビガイ

コウダカタマキビガイ

ミジンムカデガイ

ヨコスジタマキビガイモドキ

トウガタカニモリガイ

クモガイ

キイロダカラ

ハナマルユキ

ハチジヨウダカラ

チヤイロダカラ

サツマボラ

オボロセコバイ

シワオキニシ

オキニシ

チヂミバシヨウ

ヒロレイシダマシ

コマドポラ

ムラサキイガレイシ

シロイガレイシ

テツレイシ

ツノテツレイシ

シラクモガイ

シロレイシガイダマシ

クロイポレイシガイダマシ

ホソスジテツボラ

サメムシロガイ

リュウキュウツノマタ

ベニォビショッコゥラ

シロアンポイナ

キヌカツギイモ

ガクフイモ

セイロンイモ

マダライモ

コマダライモ

ミスガイ

ナツメガイ

シラナミガイ

アラヌノメ

○
○
○
○
○ ○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○
○ ○
○
○
○

○
○
○
○
○
○ ○

採集

採集

※Ａ，鳥羽水族館

Ｂ今回の調査

1９６８．６

１９８４．６
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Ⅲ北硫黄島産マルサザエの体型について

青木雄

北硫黄島において、1980年８月１２日採集したマルサザエ４９個体の各部位の測定を行い次の関係式

が得られた。

Ａ殻高と殻幅の関係

Ｙ＝2.9828＋0.8628Ｘ

Ｂ殻高と蓋径の関係

Ｙ＝５．０２５９＋0.3291Ｘ

Ｃ殻高と体重の関係

Y=17648-104X3.1501

,殻高と殻重の関係

Ｙ＝６．８２３６－１０５Ｘ３１５１

Ｅ殻高と軟体部重量の関係

‐‐‐‐‐‐‐！‐‐．‐‐‐●，』‐‐‐‐‐‐’‐‐‐‐‐‐け０１Ⅱ８ⅡＢＢＩ１Ｉ０Ｐ０ｌ５ｌＩ‐‐，‐Ⅱ‐１‐６１００‐０１６．０；－｜‐‐‐‐‐‐‐‐！■ⅡⅡ００‐－‐‐’’０’０８０１戸１－日Ⅱ９０１ⅡⅡⅡⅡ１１－００１７１Ⅱ１．０ＩＩＩ

ｍ
一
一
一
ノ
／
（
》
Ｓ
掌

Ａｒ＝0.9288

ｒ＝0.9339

●
●

ｒ＝０．９４１１

ｒ＝０．９３８１

Ｙ＝９．４２７９－１０５Ｘ2.8567 ｒ＝０．８９５８
Ｂ３

殻高と蓋重量の関係

Ｆ
Ｇ １０４Ｘ2.4244 ｒ＝０．９２９３Ｙ＝3.1834

７ｃｈＴ（殻高）殻幅と蓋径の関係 す ６

Ｙ＝5.3918＋Ｏ３５５４Ｘｒ＝0.9348

Ｈ殻幅と体重の関係Ｙ＝2.6046-104Ｘ３１２７６ ｒ＝０．９７０８

１殻幅と殻重の関係Ｙ＝95981-105Ｘ3.3043 ｒ＝０．９７５１

Ｊ殻幅と軟体部重量の関係Ｙ＝ｌ９５５９－１０４Ｘ２７４５５ ｒ＝０．８９８６

Ｋ殼幅と蓋重量の関係Ｙ＝5.9842-104Ｘ２３２３３ ｒ＝０．９３０９

Ｌ殻重と蓋重量の関係Ｙ＝0.4014ＸＯ７０２３ ｒ＝０．９５１２

Ｍ蓋径と体重の関係Ｙ＝0.0084Ｘ２８１８１ ｒ＝０．８４８５

Ｎ蓋径と蓋重量の関係Ｙ＝5.6776-104Ｘ2.9121 ｒ＝０．９６７１

０体重と軟体部重量の関係Ｙ＝0.2425Ｘ0.9053 ｒ＝０．９５０６

Ｐ体重と蓋重量の関係Ｙ＝0.2673Ｘ0.7489 ｒ＝０．９６１６

Ｑ体重と殻重の関係Ｙ＝0.5962Ｘ１．０５２２ ｒ＝０．９９７８
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表ｌマノレサザエ測定結果

殻Ｗｉｊ賜り|殻壽）

源
】

Ⅲ
｜
川
一
川
一
川
一
川
一
酬
一
川
一
川
一
川
一
川
一
価
一
別
一
川
一
仙
一
川
一
川
一
卿
一
Ⅲ
｜
川
一
Ｍ
｜
川
一
川
一
州
一
Ⅲ
｜
剛
一
別

25.41６．９

67.31６２．２
別
一
別
｜
皿
一
昭
一
皿
一
妬

91.01１３．６

61.2
--

52.5
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軟体重
（９）

軟体重
（９）蓋烹｜体壽）

ＧＩ

で
Ⅲ
｜
Ｍ
｜
伽
一
剛
一
剛
一
Ｍ
一
川
一
Ⅲ
｜
川
一
Ⅲ
｜
川
一
川
一
町
一
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
川
一
価
一
Ｗ
｜
脱
一
Ⅲ
｜
Ｍ
｜
川
一
Ｍ
一
Ｍ

9２．４１１７．０

57.0１２５．９

※ＧＩ：生殖腺熱度指数（５頁図５参照）
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Ⅳマルサザエの移殖事例（１９７９年）

青木雄二・村井衛・木村ジョンソン・倉田洋二

１．はじめに

マルサザエは火山列島を主産地とし、兄島周辺で若干の生`息は確認されておるが、量的には北硫

黄島・硫黄島に多く分布する（南硫黄島については未調査）。本種はかって、貝殻をボタン材料と

し、肉は缶詰として利用され、缶詰工場が開かれたこともあったほど、多産する貝である。他方小

笠原諸島は岩礁・サンゴ礁に生息する有用貝類が少なく、かねてより有用種の移殖放流を検討し

てきたが、1979年11月２日に田代勝氏より提供のあったマルサザエ約１０００個体を父島北西に位

置する西島南岸に放流したので、その概要を報告する。

2．放流地点の漁場環境

放流地点は西島南岸の小さな入江で、ほぼ中央に岸から沖に向けて浅根が走り、これを境として

東西で海底地形・生物相にかなりの相違がみられた。放流地点の東側は、水深２ｍの転石帯で、そ

の重りにより複雑な間隔を形成し、浅根を基点として東方および南方にゆるい勾配を呈している。

生物相は浅根上および浅根西方（水深１～２ｍ）にジンガサウニ（CoZo6oce"trotusme7ﾙ"ｓｉ

（BRAＮＤＴ）・ミツカドパイプウニHeteroce"trotusmgonarius（ＬＡ､ｌＡｌｔｃＫ）・ナガウニＥＣ/Ｚ－

ｍｏｍｅｔｒａｍａｔ/tact（BLAINvILIE)が多くみられたが、浅根東側の転石帯では、これらウニ類の生息

量は極端に少なく、サンゴ類の生育もほとんどみられなかった。海藻はウミウチワ類や小型海藻が

みられた。

3．放流種苗

放流個体は９３８個体であった。平均殻高５７９ｍｍ、平均体重６２１９で、殻高（Ｘ）と体重(Ｙ）

の関係はＹ＝Ｌ３１Ｘ３２４であらわされた。

4．分散と移動

放流１０日目の1979年１１月１２日、および３９日目の１２月２１日に追跡調査を実施したところ、図３

のような分散がみられた。

１１月１２日：再捕個体数は］０１個体、再捕率108％であった。分散範囲は浅根東側半径２ｍ内に

大半がみられﾌﾟこ゜また死殻は放流地点付近に破片がみられた他、原型をとどめているものが３個体

認められ,た。

－３３－



１２月２１日：再捕個体数２３９個体、再捕率25.5％であった。スキューバを使用したため、前回に

比べ再捕率が高くなったが、分散傾向は前回と同様に東側の半径５ｍに密集していた。また、浅根

上に８個体を確認した他、放流地点より１２～１４ｍ離れた地点で２個体を確認した。またマルサザエ

と同一生活空間でチョウセンサザエ５個体を確認した。

5．おわりに

今回の追跡調査から、マルサザエの移殖地としての西島南岸は、ほぼ適正漁場と考えられる。た

だ生産地である北硫黄島周辺の漁場環境・分布様式等に関する知見が乏しいため、今後北硫黄島で

の一連の調査を実施するとともに、継続的な放流および調査が必要である。

多
Ｚ
、 Ａ

1０

4６５０５４５８６２６６ｍｍ

（」

ク
2０

１０戸Zｌ死 Ｕ』

DＣ

〃

３０５０刀９０ｇ

図２放流種苗の殼高（Ａ）・体重（Ｂ）組成
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図1放流地点図（・印）

Ｂ

マルサザエ分散図

実線は１ｍ間隔の同心円、岸は北側
・生貝。死貝（数字は採集個体数）
Ａ：1979.11.12Ｂ：１９７９．１２２１

図３
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